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 Chapter 3 では、ポリ（3,9-カルバゾール）構造がポリアニリン主鎖の構造アナログであることに着目し、
新規なポリ（3,9-カルバゾール）の開発を行った。今回、カルバソールの6位にヘキシル基を導入したカル
バゾール誘導体を新規にデザインし、Buchwald らにより開発されたカップリング反応を利用することで、数





臭素を用いてドープされた自立膜は 4×10-4 S cm-1 の導電性を示した。カルバゾール骨格はホール輸送
材料としてもよく知られており、新たな有機半導体としての展開が今後期待される。 
























 平成 25 年 9 月 2 日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資
格を有するものと認める。 
